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　英語教育で は オーセ ン テ ィ ッ クな英語 を学習者 に 与 え る べ き で あ る，とい う主張が繰 り返 され

て きた。実 際 ， 近年の情報通信技術の 発 展 に伴い ，国内にい な がらに して 「本物1 の 英語に触れ

られる機会は増えたもの の ，実際 に授業中に活 用す る に は ，まだ多 くの 問題点 が残 され て い る。

　本研究 で は ， まず上記 の 問題 点 を整 理 した 上 で ，そ の 解決策 として の 教材共有化シ ス テ ム を提

案 し ， 現在開発 中の シ ス テ ム を紹介する 。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 教育支援シ ス テ ム ，オーセ ン テ ィ ッ クイ ン プ ッ ト，CMS，　 Joomla！

1 ．は じめ に

　近 年，英語教育ではオ
ー

ラル コ ミ ュ ニ ケー
シ

ョ ン の 重要性 が増 して お り，特に最近 で は リス

ニ ン グ関連 の 教材が 多く開発 され るよ うに な

っ て い る。そ の
一

方，DVDやイ ン ターネ ッ トの

普及 に伴い，英語学習者 を意図 し た もの で はな

い ，オーセ ン テ ィ ッ クな英語 が容易に 入 手可能

にな っ た。

　外 国語教育に お い て オ ーセ ン テ ィ ッ ク とい

う語 を用 い る場合，言語 そ の も の に つ い て 議論

す る場合 と， 言語活動に っ い て指す場合が ある。
本研究 で は 前者 に つ い て扱 い ，「英語学習用 を

意図 して 話され た もの で はな く，実生活上 の 目

的 の ため に母語 話者向け に話された音声素材」

を 「オーセ ン テ ィ ッ ク イ ン プ ッ ト」 と呼 ぶ 。

2 ．必要性 と 現 状 の 問題点

　外 国語教育に おける オ
ー

セ ン テ ィ ッ クイ ン

プ ッ トの 必要性 は こ れ ま で 数多く の 文 献 で 指

摘 され て き た もの の
， 実際には 多くの 問題 が あ

り，学校現場 で 用 い る の は容易 で は ない 。 （こ

の 点 に つ い て は ，茅野 ・大湊（2008）で詳 し く論

じられ て お り，こ こ で は そ の
一部を紹介す る。 ）

　 オ
ー

セ ン テ ィ ッ ク なイ ン プ ッ トの 必 要 性 と

し て，以 下の 3 点を 挙げる こ とが で き る。

（1）教室外で使用 され る英語 に即 した もの を

　 聞 か せ る べ き で ある 。

（2）学習者の 動機 づ け に 有効で あ る、
（3） オ ーセ ン テ ィ ッ ク なイ ン プ ッ トは 聞き手

　 の 理 解を促進す る。

　
一

方，オ ーセ ン テ ィ ッ クイ ン プ ッ トを用 い る

際 の 問題 点 は 以下 の 通 りで ある 。

（1）教材の 入 手が困難で ある

　英語 の 授 業 で 用 い られ て い る音声教材で は，

通常，ネイ テ ィ ブ ス ピーカ ーが 与 えられ た 原稿

を読 み上 げた もの を録音 し て お り，そ の ため ，

Topic −c。  ent 型 の 発話や，　 false　start
， 省略

や言い換え，fillerの 使用 とい っ た話 し言葉特

有 の 現象 が含まれず，オーセ ン テ ィ ッ クなもの

は あま り見 られない 。

　最近 で は ， DVDが普及 し，ま た，イ ン タ
ー

ネ

ッ ト上 で はYoutubeな どの 動画サイ トを通 して ，
オ
ー

セ ン テ ィ ッ ク イ ン プ ッ トを よ り容易に 入

手 で きるよ うにな っ たが，実際に授業で使お う

とする場合，学習者に合 っ た レ ベ ル や，授業内

容 に合 う内容を見 っ ける の は困難 で あ る．

（2）教材を 自作する時間的余裕がな い

　
一

部 の 熱心 な教師 の 中には 自ら教材 を 自作
し，録音 ・録画 ， 編集作業をお こな う者もい る

が
， それに は 多くの 時間 と労力が必要 で あ り，

また ， せ っ か く作成 した教材を他の教員 も活用

で き る 体制 が整備 され て お らず ，
「宝 の持ち腐

れ 」 とな る可能性もある。

（3） ALT の 数が 決 し て十分で はない。

　ALTは 生徒に と っ て 最 も容易に オーセ ン テ ィ

ッ ク イ ン プ ッ トに 触れ られ る機会を提 供す る

が ，そ の 接 触量 は 十分 で は な い 。現実 に は
， 全

て の 学校 に ALTが 行 き渡 っ て お らず ， 学期に 1
度 しかALT の 英語 に触れ られ ない とい う揚合も

あ る。

3 必要 とされる共有シ ス テ 厶

　前章で 挙げた問題 点を解決する に は，以下 の

特徴を含む シ ス テ ム を構築す る 必要があ る。

（1） オ
ー

セ ン テ ィ ッ ク なイ ン プ ッ トを多 く収

集 し，イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 に 公開する。

　サ
ーバ ー

に教材 を蓄積する に は，著作 権や 肖
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像権の問題を解決 する必要 があ る 。
こ の た め ，

自作 の 教材を多く集め，音声を収録するネイ テ

ィ ブ ス ピーカ ーな どか らは 事前に 了解を得 る 。

（2） キーワー
ドを追加 し，検索機能を持た せ る。

　各音声フ ァ イ ル には，検索用 の タグを付加す

る。ま た ，サイ ト上 に は 検索機能 を持たせ ，教

師が必要 とす る キ
ー

ワ
ー

ドを入 力す る こ とで

容易に 目的の フ ァ イル が入手で き る よ うにす

る。ま た，音声 フ ァ イ ル と共に ，英語 の ス ク リ

プ トを載せ，発 話され た単語や フ レ
ーズ を検索

する こ とを可能にする。

（3）双方向型の コ ミ ュ ニ テ ィ サイ トを 目指す。

　サイ ト管理 者 の み が教材をア ッ プ ロ
ー

ドす

るだけで は 公 開フ ァ イ ル 数は充実 しない
。 また ，

音声フ ァ イル の難易度や，フ ァ イ ル をダウ ン ロ

ー
ドして使用 し た コ メ ン トを載せ ，次に利用す

る ユ
ー

ザ の 判 断材料 を増やすた めにも，双方向

型の サイ トを構築する必要がある 。

　ユ
ーザ自身 も必要 に応 じ，例えば，ダウン ロ

ー
ドした音声 フ ァ イ ル を も とに作成 し た プ リ

ン トをア ッ プ ロ ー ドし ， 他者 と共 有す る こ とを

可能 にする。

（4）普通教室 で も利用可 能 な配布 形態 を考慮

する。

　AV教室や コ ン ピ ュ
ータ ル

ーム よ り，普通 教室

で英語授業が行われる こ とが多 い
。 そ の ため ，

共 有サイ トか らダウン ロ
ー

ドし た 音声 フ ァ イ

ル をiPod等 の 携帯デ ジ タ ル プ レ
ー

ヤ
ー

を経 由

し，普通教室 で利用可能なCDプ レーヤ ーや移動

式 テ レ ビ な どで 提 示す る と い っ た 利 用 が 可 能

な シ ス テ ム を構築す る 必要 が あ る。

4　 採用するCMSの検討

　予 算面 を考慮す る と，当面は オープ ン ソ
ース

の コ ン テ ン ツ マ ネ
ー

ジメ ン トシ ス テ ム （CMS ）を

基盤と し，共有シ ス テ ム を構築する こ とを検討

して い る。開発初期段 階 で は，多様 なCMS の う

ち，　 XOOPS とJoomla！に的を絞 っ て検討 し た。

XOOPSは 日本語環境が充実 して い る とい う点で

優れ て い る が，本研究 の ニ
ーズ を満たすモ ジ ュ

ール は見つ か らなか っ た。一
方 で，Joomla！は

目本で は シ ェ ア は低い もの の ，世界 中で 広 く使

用 され て お り，音声や動画機能 に特化し た コ ン

ポ
ー

ネン トが存在す る 。 そ の た め ， 本研 究で は

現在の と こ ろ，Joomla！をべ 一
ス にサイ ト構築

を進め て い る （図参照）。 音声 ・動画共有用 の
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を採用 し ， 音声 フ ァ イ ル に 付随す るハ ン ドア ウ

トや ス ク リプ ト原稿 の 共有用と して DOCman
， 掲

示板機 能 と し て Fireboard を試用 して い る。特

に Seyret は YouTube の よ うに 直感的な操作 が 可

能 で あ り，ま た ，フ ァ イ ル の ア ッ プ ロ ー ドや ダ

ウ ン ロ
ー

ドの 許 可 ・不許可につ い て ，ユ
ーザカ

テ ゴ リご との 設 定が で きるとい う利点があ る。

5 　今後の 展望と問題点

　現在 の 研究チ
ー

ム で は，入 手可能な既成 の 拡

張機能を組 み込む とい う段階に留ま っ て お り，
い ず れ上記 の コ ン ポ ーネ ン トを効果 的に連動

させ る 必 要があ る。そ の ため，ソ
ー

ス コ
ー

ドの

改変に 詳 し い 協力者を募 りた い 。また，多様 な

オ
ーセ ン テ ィ ッ クイ ン プ ッ トを共有す るた め

に ，まずは 関心 の あ る 大学生 に参加 を呼びかけ，

彼 ら自身の英語力向上 を兼ね，音声を収集 して

もら うよ う，体制 を整えて い る と こ ろ で ある 。

こ の 共有シ ス テ ム の 構 築が完成 し ， 公開 した後，

中学 ・高校な どの 英語教員に試用 して も らい
，

シ ス テ ム の 効率性 や，授業 で の 効果 に つ い て 検

証 した い 。
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